
届出記入例 兼 自己点検チェックリスト 
 

様式第６（第八条関係）    

 

                          特定施設設置届出書 
 

                                                       〇〇年〇〇月〇〇日 

 

岐阜市水道事業及び下水道事業管理者 

 

 

                                      住 所                岐阜市○○町○○番地          

                          申請者 氏名又は名称及び   ㈱○○○          

法人にあってはそ   代表取締役   ○○太郎 

の代表者の氏名   

                                電話番号            0 5 8 -○○○-○○○○ 

下水道法第１２条の３第１項の規定により、特定施設の設置について、次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称 ㈱○○○ 岐阜営業所 ※整 理 番 号  

工場又は事業場の所在地 岐阜市○○町○○番地 ※受理年月日       年  月  日 

特 定 施 設 の 種 類 7 1 自動式車両洗浄施設 ※施 設 番 号  

△ 特 定 施 設 の 構 造  別紙２のとおり。 ※審 査 結 果  

△特定施設の使用の方法   別紙３のとおり。 
 

※ 備  考 

△汚 水の処理の方 法   別紙４のとおり。 

△下 水の量及び水 質   別紙５のとおり。 

△用水及び排水の系統   別紙６のとおり。 

  備考  １  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面・表等を利 

用すること。 

        ２ ※印の欄には、記載しないこと。 

        ３ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面・表等やむを得ないものを除き、日本産業規格 

Ａ４とすること。 

 

 

 

チェック①

チェック①

届出は、工事着手
の60日前までに

個人の場合は、
屋号を含め記入

チェック②

①様式が合っている（特定施設⇒下水道法、除害施設⇒岐阜市下水道条例）
　　　　　　　　　（施設の新設⇒設置届、既存施設の変更・増設・入替⇒変更届）
②既存の届出の有無を確認する。有の場合、申請者・事業場名称等の記載に不整合がない。
③特定施設の種類に、水質汚濁防止法別表第一及びダイオキシン類対策特別措置法別表第二
　に掲げる号番号及び名称を記載する（「事業場排水と下水道」P21～26参照）。

チェック③

除害施設設置（変更）届出書
については、別紙1～3が特定
施設設置届出書の別紙4～6に
該当するため、読み替えて
使用してください。



 ２ 特定施設の構造 
 

 2  特 定 施 設 の 名 称 自動洗車機○○    

 2－ｲ  型 式 ㈱○○製 G-5 0 型   

 
 構 造 

鋼鉄製 

 

  

 台 数 1 台   

 
 主 要 寸 法

  

幅 3 ,6 0 0ｍｍ     

高 2 ,7 0 0ｍｍ    

奥 ２，６００ｍｍ          

  

 
 能 力 

処理能力1 0台／ｈ 

所要時間 5分／台 

  

 主 要 装 置 の 配 置 別添第  １  図  別添第     図  別添第      図 

 2－ﾛ  工事着手予定年月日 〇〇年1 0 月1日   

 完 成 予 定 年 月 日 〇〇年1 1 月30 日   

 使用開始予定年月日 〇〇年1 2 月1日   

 2－ﾊ  参 考 事 項    

 

チェック④

チェック⑤

必要に応じて、
カタログ等仕様のわかる
資料を添付すること

④特定施設が複数の機械・装置から成る場合、主要機械・装置の配置がわかる
　図面の添付がある（単独の場合、設置場所と同じ図面でOK）。
⑤飲食店や病院のように面積や病床数の規模要件がある場合、
　その規模を参考事項に記載する。

変更届の場合、左右に変更前と後を記載する、
取り消し線を使用するなど、
変更前後がわかる記載とすること。



３ 特定施設の使用の方法  

 3－ｲ  設 置 場 所  別添第  1   図  別添第     図  別添第     図  

 3－ﾛ  操 業 の 系 統  別添第  2   図  別添第     図  別添第     図 

 3－ﾊ  使 用 時 間 の 間 隔 随時   

 １ 日 の 使 用 時 間 3 時間   

 季 節 的 変 動 無し   

 3－ﾆ  原 材 料 の 種 類 洗剤・ワックス   

 使 用 の 方 法 希釈し噴霧   

 １ 日 の 使 用 量 
洗剤 0 .1 5  L／日 

ワックス0 .4  L／日 
  

 3－ﾎ  
 通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 常 

水量 ｍ３／日 
２．０   

 
 
 水 
 
 
 
 
 
 質 

ｐH ７．０   
BOD 3 0  mg/l   
COD 2 5  mg/l   
SS 3 5  mg/l   
ｎ-ﾍｷｻﾝ 2 0  mg/l   
    

 
 最 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大 

水量 ｍ３／日 ３．０ 
  

 
 
 水 
 
 
 
 
 
 質 

ｐH ７．０   
BOD 3 5  mg/l   
COD 3 0  mg/l   
SS 4 0  mg/l   
ｎ-ﾍｷｻﾝ 2 5  mg/l   
    

 3－ﾍ  参 考 事 項    

（注） 水質記載事項については、当該特定事業場から排除される下水に係る水質の基準が定められた事項に限る。 

⑥特定施設の設置場所がわかる図面がある。複数特定施設がある場合、番号等で区別できる。
⑦操業の系統（作業工程及び工程ごとにどのような排水が発生するか）がわかる書類がある。
⑧原材料の種類が商品名等の場合、SDS等の成分がわかる書類がある。
⑨水質に記載した項目に不足がない。作業工程、原材料等から該当する項目を判断する。
⑩参考事項（廃液は全量回収、1日の最後に槽洗浄工程実施等）がある場合、記載する。

チェック⑥

チェック⑦

チェック⑧

チェック⑨

チェック⑩



 ４ 汚水の処理の方法 
 

 4  汚 水 処 理 施 設 油水分離槽   

 4－ｲ  設 置 場 所  別添第    1     図  別添第          図 

 4－ﾛ  工事着手予定年月日 〇〇年1 0 月1日  

 完 成 予 定 年 月 日 〇〇年1 1 月30 日  

 使用開始予定年月日 〇〇年1 2 月1日  

 4－ﾊ  型 式 ・ 台 数 ４槽式・1 台  

 構 造 鉄筋コンクリート  

 主 要 寸 法 9 0 0 ×9 0 0 ×1 ,1 0 0 (mm)×４槽  

 能 力 1 0 .0  m 3／日  

 処 理 の 方 法 浮上分離  

 4－ﾆ  処 理 の 系 統  別添第    3     図  別添第          図 

 4－ﾎ  集水および導水方法 自然流下 
 

 4－ﾍ  使 用 時 間 間 隔 連続 
 

 １ 日 の 使 用 時 間 1 2 時間 
 

 季 節 的 変 動 なし 
 

 4－ﾄ  処 理 に 要 す る 
 消 耗 材 の 量 

なし 
 

 4－ﾁ  
 通 
 
 
 
 常 

 水量 ｍ３／日 ２．０  
 水 質 ｐH BOD COD SS  ｎ-ﾍｷｻﾝ      
 処 理 前 ７．０ 3 0mg/l 2 5mg/l 3 5mg/l 2 0mg/l      
 処 理 後 ７．０ 1 8mg/l 1 5mg/l 1 0mg/l 2mg/l      

 
 最 
 
 
 
 大 

 水量 ｍ３／日 ３．０  
 水 質 ｐH BOD COD SS  ｎ-ﾍｷｻﾝ      
 処 理 前 ７．０ 3 5mg/l 3 0mg/l 4 0mg/l 2 5mg/l      
 処 理 後 ７．０ 2 0mg/l 1 8mg/l 1 5mg/l 3mg/l      

 4－ﾘ  残 査 の 種 類 と  
 １ カ 月 の 量 

廃油５㍑、土砂１５kg  

 残 査 の 処 理 方 法 産業廃棄物処理業者に委託  

  4－ﾇ  公 共 下 水 道 へ の  
 排 除 方 法 

自然流下  

 4－ﾙ  参 考 事 項   
 
（注） 水質記載項目については、当該特定事業場から排除される下水に係る水質の基準が定められた項目に限る。

チェック⑪

チェック⑬、⑭

チェック⑫

他に流入する水がない場合は
3-ﾎの水量と同じ量

寸法のわかる図面を
添付すること

チェック⑬

チェック⑮

⑪汚水処理施設の設置場所がわかる図面がある。
⑫汚水処理施設による排水処理の系統・工程がわかる書類がある。
⑬水量に対して汚水処理施設の能力が十分である（最大の水量が処理可能）。
⑭汚水処理施設の能力の根拠資料の添付がある（仕様書・設計計算書など）。
⑮施設によらない処理方法（バケツで中和等）の場合、参考事項へ記載する。



５ 公共下水道に排除される下水の量及び水質  

 5－ｲ           通                   常  

  排 出 口 の 
 
  名 称 

  水  量 
 
    ｍ３／日 

       水         質 

pH BOD COD SS ｎ-ﾍｷｻﾝ  

排出口1 3 .0        

内訳（事業系） 2 .0  7 .0  1 8 mg/l 1 5 mg/l 1 0 mg/l 2 mg/l  

排出口2 0 .5        

        

        

          最                   大 

  排 出 口 の 

 

   名 称 

  水  量 

 

     ｍ３／日 

       水         質 

pH BOD COD SS ｎ-ﾍｷｻﾝ  

排出口1 4 .0        

内訳（事業系） 3 .0  7 .0  2 0 mg/l 1 8 mg/l 1 5 mg/l 3 mg/l  

排出口2 0 .5        

        

        

 5－ﾛ  

 
（注） 水質記載項目については、当該特定事業場から排除される下水に係る水質の基準が定められた項目に限る。 

チェック⑯、⑰、⑱

⑯公共下水道に排除される下水の水質は排除基準に適合している
　（「事業場排水と下水道」P11参照）。
⑰公共下水道に排除される下水の量及び水質は、排出口ごとに記載されている。
　また、事業系排水と生活系排水が合流して排出される場合、
　事業系排水の内訳が記載されている（生活系排水の水質は記載不要）。
⑱水質の根拠となる書類の添付がある（類似施設の検査結果や設計値など）。
⑲処理水の循環利用や間接冷却水の公共用水域放流などの水量及び水質について
　参考となる事項がある場合、5-ﾛに記載されている。

チェック⑲



 ６ 用水及び排水の系統 
 

 用水排水系統図 

 

 

 用 途 別 
 水 使 用 量 

 用 途  使用量 ｍ３／日  用 途  使用量 ｍ３／日 

 ボ イ ラ ー 用 水   冷 却 用 水  

 原 料 用 水   温 調 用 水  

 製品処理洗浄用水 2 .0   そ の 他 1 .5  

 水源別取水量  水 源  取水量 ｍ３／日  水 源  取水量 ｍ３／日 

 工 業 用 水 道   伏 流 水  

 上 水 道 1 .5   井 戸 水 2 .0  

 地 表 水   そ の 他  

 

チェック⑳

ボイラー用水＝ボイラーで使用する水
原料用水＝飲料品などの製品となる水
冷却用水＝設備・原料・製品など冷却用の水
温調用水＝建屋内の温度・湿度調整用の水
製品処理洗浄用水＝特定施設等の事業系で使用する水
その他＝事務所・トイレ等で使用する水チェック㉑

⑳用水排水の系統がわかる図の記載又は別図の添付がある。
㉑用途別水使用量の合計と水源別取水量の合計が一致する。



 参考事項 
 

 資 本 金    １０,０００,０００     円  従 業 員 数             ２０   人  

 主 要 製 品 ガソリン  操 業 時 間       ８ 時～ ２０ 時 

 敷 地 面 積           1 ,0 ００     ㎡  建 物 面 積           １００     ㎡ 

 担当部課係電話 ０５８-〇〇〇-〇〇〇〇  担 当 者 〇〇 〇〇 

  付近見取図（案内図） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック㉒

㉒付近見取図（案内図）の記載がある。



 
 
 

 
 

チェック㉓

㉓別紙に記載の図番と添付書類の図番が合っている
（配置図内に特定施設及び汚水処理施設の設置場所を記載するなど書類の共通化はOK）。

工程の流れ

水の流れ

通常、下水道本管への接続は1箇所であるが、
例外的に複数となることもあるので、本記載例では2箇所接続としている。



 
 
 
 
 

処理の方法に補足があれば記載


